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第８０号議案　令和２年度大分県一般会計補正予算（第６号）について

（単位：千円）

款
令和２年度

９月補正予算額
計

　３　福　 祉
　　　生活費

２ 児 童 福 祉 費 19,231 0 19,231

１０　教育費 教 育 総 務 費 7,253,180 161,308 7,414,488

２ 小 学 校 費 40,190,208 0 40,190,208

３ 中 学 校 費 23,755,899 0 23,755,899

４ 高 等 学 校 費 30,504,460 89,694 30,594,154

５ 特 別 支 援 教 育 費 12,799,623 0 12,799,623

社 会 教 育 費 1,771,280 0 1,771,280

８ 保 健 体 育 費 1,295,659 0 1,295,659

１１　災　 害
　　　復旧費

３
県 立 学 校 施 設
災 害 復 旧 費

110,000 0 110,000

117,699,540 251,002 117,950,542

令和２年度９月補正予算　歳出（教育委員会）

項
令和２年度

７月補正後予算額

１

７

教育委員会　計
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（単位：千円）

(0)

161,308

161,308

(186,944)

89,694

276,638

※ 予算案欄の上段 (　　) は既決予算額、中段は補正予算案、下段は累計。　　　は、新規事業。

通学時にＪＲを利用する高等学校生徒の感染リスクの低減を
図るため、再度の感染拡大期にスクールバスの臨時運行を行
う。

1

令和２年度一般会計９月補正予算案の概要（教育委員会関係）

教育財務課
県立高等学校等通学
時感染防止対策事業

2

教育財務課

社会教育施設等環境
整備事業

　社会教育施設等における衛生環境の改善と社会教育活動等の
活性化を図るため、施設の改修等を行う。

　・手洗い水栓の自動化（香々地青少年の家等）
　・殺菌装置（エアロシールド）の設置
　　（武道スポーツセンター更衣室等）
　・学校給食パン個包装化の支援（補助率１／２）
　・プラネタリウム機器の更新（九重青少年の家）　など

新

新
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○第３款『福祉生活費』、第１０款『教育費』及び第１１款『災害復旧費』 （教育委員会関係分抜粋）

（単位：円、％）

継続費逓次繰越 繰越明許費 事故繰越

R1 115,284,209,122 113,054,834,139 0 1,472,428,000 0 756,946,983 99.3%

30 118,560,132,029 116,668,477,905 0 1,438,014,000 0 453,640,124 99.6%

増減 △ 3,275,922,907 △ 3,613,643,766 0 34,414,000 0 303,306,859 △0.3

対前年度比 97.2% 96.9% － 102.4% － 166.9% －

※決算額の主な増減理由

・県立スポーツ施設建設事業費【体育保健課】 △ 2,393,946 千円　（武道スポーツセンターの本体工事の進捗に伴う減）

・共同実習船建造事業費【教育財務課】 △ 1,489,093 千円　（共同実習船の完成に伴う減）

・給与費【教育人事課】 △ 365,843 千円　（教職員数の減少等に伴う減）

（主な内訳） 小学校費 △ 939,084 千円

高等学校費 △ 216,685 千円

支援学校費 502,350 千円　　など

※繰越額の主な増減理由

・県立学校施設整備事業費【教育財務課】 509,452 千円（国補正受け入れ等による増）

・公立学校等臨時・特別入学支度金給付事業費

　【教育改革・企画課】

・県立スポーツ施設建設事業費【体育保健課】 △ 689,447

※不用額の主な理由

・給与費【教育人事課】 240,887 千円　（給料、共済費、退職手当等の実支出が見込みを下回ったことによる）

（主な内訳） 高等学校総務費 77,077 千円

中学校費 74,228 千円

小学校費 51,225 千円　　など

・旅費【教育人事課】 128,162 千円　（教職員の教育活動、研修等に要する旅費が見込みを下回ったことによる）

（主な内訳） 小学校費 58,855 千円

中学校費 28,187 千円

高等学校総務費 22,783 千円　　など

・県立学校施設整備事業費【教育財務課】 88,235 千円　（工事請負費等が見込みを下回ったことによる）

不用額 執行率

第99号議案　令和元年度大分県一般会計歳入歳出決算の認定について

273,599 千円（事業開始による増）

千円（事業終了による減）

令和元年度大分県一般会計決算調書

年度 予算額 決算額

翌年度繰越額
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第８２号議案 

 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく 

個人番号の利用等に関する条例の一部改正について 

  教育財務課 

１ 改正内容 

  マイナンバーの県独自利用事務を規定するマイナンバー条例別表に｢高等学校専攻

科修学支援金の支給に関する事務｣を追加する。 

 

 

 

 

 

 

２ 改正理由 

令和２年度に創設された高等学校専攻科修学支援金の申請及び審査手続きにマイナ

ンバーの利用を可能とするため。 
 

 

 

 

 

 

３ 施行期日 

公布の日 

 

○高等学校専攻科修学支援金について 

【対象高校】海洋科学高校（専攻科） 

【対象世帯】住民税（所得割）非課税世帯 

※上記に準ずる世帯（県民税及び市民税所得割の合算が 85,500 円未満）も対象 

【 支給額 】授業料月額相当額（9,900 円） 

※住民税非課税世帯に準ずる世帯については、上記の 1/2（4,950 円）を支給 

・マイナンバーの利用は、社会保障・税・災害分野に限定されており、番号法に

その具体的な事務（法定事務）を規定。 

・各地方公共団体が条例で定める事務（独自利用事務）についても、条例に事務

を規定することで、マイナンバーの利用が可能。 
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第93号議案

大分県立学校職員及び大分県市町村立学校県費負担教職員定数条例の

一部改正について

１ 改正の内容

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、国の第２次補正予算を活用し、市町村立学校の

大分県立学校職員及び大分最終学年の学習機会の確保に必要な教員を追加配置するため、

県市町村立学校県費負担教職員定数条例第３条第１項第２号の職員の定数を次のように

改正する。

（ ）第２号 市町村立学校県費負担教職員

改正後 ７，０８５人

改正前 ７，０６３人

増減 ２２人

２ 増減の内訳

市町村立学校関係

小学校 中学校 計

改正後 ４，５１６人 ２，５６９人 ７，０８５人

改正前 ４，５０７人 ２，５５６人 ７，０６３人

増 減 ９人 １３人 ２２人
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県立学校生徒への１人１台端末の整備について

１ 事業名 県立学校ＩＣＴ活用授業推進事業

２ 物品取得の目的
活用方法

 生徒個々人が端末を利用可能  授業・放課後・休み時間・自宅で自分のペースで使用可能  端末内アプリで復習

 
学びの充実、学びの深化 個別最適化され創造性を育む教育ＩＣＴ環境が実現  理解度を深め、深い学びに発展

３ 物品取得の概要 タブレット端末等一式（合計２１，４０４台）

【内訳】 県立高校 ２０，５１２台

県立中学 ３５３台

特別支援学校 ５３９台

４ 契約の方法 一般競争入札（ＷＴＯ対象物品調達）

５ 取得金額 １，１２７，１９８，２４８円（税込）

６ 納期 令和３年３月３１日

７ 契約の相手方

大分市東春日町１７番１９号

大分県県有財産条例第２条（地方自治法第９６条第１項第８号）の規定により、議会の議決に付さ
なければならない財産の取得は、予定価格７千万円以上の動産の買入れとされているため、今回

タブレット端末等一式の取得にあたり、本議会に議案を提出するもの。

第９４号議案 物品の取得について

ミカサ商事株式会社 大分営業所

営業所長 下北 圭介

【目的】 文科省が提唱するＧＩＧＡスクール構想の実現のため、

大分県立学校で使用するタブレット端末を調達する。

【活用】 全ての学校において１人に１台端末整備
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１ 事業名 県立学校施設整備事業

２ 契約の目的 高等特別支援学校新築工事

３ 工事の概要 鉄筋コンクリート造 ６階建 延床面積 ４，５４５㎡

４ 契約の方法 一般競争入札（要件設定型総合評価落札方式）

５ 契約金額 ９５８，２０１，０６８円（税込み）

６ 工期 令和４年１月３１日

７ 契約の相手方 大分市舞鶴町１丁目３番１８号

梅林・後藤建設工事共同企業体

代表者 梅林建設株式会社 代表取締役社長 梅林 秀伍

議会の議決に付すべき契約及び特に重要な公の施設の廃止に関する条例第２条により、議会の
議決に付さなければならない契約は予定価格５億円以上の工事とされているため、本工事の契約締
結に当たり、本議会に議案を提出するもの。

※予定価格：1,041,522,900円 落札率：92％

高等特別支援学校新築工事について

第９５号議案 工事請負契約の締結について
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